












































































は ATTI モードで四隅に置いたコーンの直上で 5 秒間ホバリングさせ、次のコーン
へゆっくりと移動させる。これを機体の向きが操縦者と同じ向き、反対向き横向き
45度斜めを向いた状態でできるようになるまで行う。そこから移動方向に機首を回
転してから四隅を移動できるようになり、円運動を行えるようになる。最後に円運
動を併せて 8の字飛行ができるようになれば、操作をミスしてドローンを破損して
しまうことがなくなるはずである。操作の訓練は以上だが、天候や電磁波の影響な
どで運航不可能や追加の安全措置が必要になることがある。何よりも事故なく安全
に運航できるようになることが望まれる。 
